【結果報告の様式例】
第二種使用等の結果報告書

平成　　年　　月　　日

文部科学省研究振興局長　殿

氏　名　　　　　　　　　　　　印　　　

申請者

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　

遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律第１３条第１項の規定に基づき，文部科学大臣による拡散防止措置の確認を受けた第二種使用等について，以下のとおり結果を報告します。

	第二種使用等の名称
	

	大臣の確認を受けた年月日
	

	確認に当たり報告の依頼を受けた

事項及び当該事項に対する結果
	

	当該第二種使用等の安全性評価に

関する見解等
	

	遺伝子組換え生物等の保存の有無

及びその保存方法又は処分方法
	


［備考］
１．結果報告書のほかに，当該第二種使用等に係る第二種使用等拡散防止措置確認申請書を提出すること。
２．報告者が法人の場合にあっては，「報告者の氏名」については，法人の名称及び代表者の氏名を記載し，「報告者の住所」については，主たる事務所の所在地を記載すること。
３．「第二種使用等の名称」については，当該第二種使用等に係る第二種使用等拡散防止措置確認申請書における「第二種使用等の名称」を記載すること。
４．「大臣の確認を受けた年月日」については，文部科学大臣による確認年月日（通知に記載されている年月日）を記載すること。
５．「確認に当たり報告の依頼を受けた事項及び当該事項に対する結果」については，文部科学大臣による確認に当たり，報告の依頼を受けた事項及び当該事項に対する結果を記載すること。
６．「当該第二種使用等の安全性評価に関する見解等」については，「確認に当たり報告の依頼を受けた事項及び当該事項に対する結果」に記載した事項のほかに，特に，当該第二種使用等をしている間における当初の予測と異なる事象の有無等，実験の安全性を評価するに当たって参考となる事項がある場合に，当該事項について記入すること。
７．様式中に書ききれないときは，「別紙のとおり」と記載し，別紙に記載することができる。また，関連する文献がある場合には，様式中に「参考文献」と記載し，当該文献の写しを添付すること。
